
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 22 年 3 月 31 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要（和文）：本研究は、大卒無業者（就職も進学もせずに大学を卒業する学生）の

発生メカニズムについて、2009 年 3 月卒業予定の学生を調査対象にし、同一人を追跡するパ

ネル調査という手法による３回のアンケート調査と、それと平行して実施したインタビュー調

査により明らかにするものである。同時に、教職員等にも聞き取りを行い就職指導の状況につ

いて調査した。主な知見としては、就職活動開始前の意識や自分の能力に対する自信の持ち方

と最終進路との関係を見た場合、進路が決定しなかった人は決定した人と比べると活動前から

自信をあまり持っていなかったという点を指摘できる。さらに、進路未決定者は就職活動量も

少ないという点にも注目する必要がある。無業者対策へのインプリケーションとしては、就職

活動開始までの時期の指導のみならず、活動開始後の就職活動量を増やすような働きかけも重

要ではないかと考えられる。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the mechanism of the failure 

of making their career decision in college students. I have conducted some surveys. One is 

the web-based panel survey of the graduating students 2009. Another is the interviews to 

the same students that have been the respondents to the web-based panel survey. The third 

is the interviews to a staff of the placement service in college and the college teacher. One of 

the major findings of this study is the relation between the self-esteem of their skills or 

abilities which they had before beginning job-hunting and the consequence of making their 

career decision. The less self-esteem they have, the more they don’t make decision. Also, 

students who don’t make career decision tend to be less activities of job-hunting. From the 

point of view of decreasing the failure, the implication of this study is that we need to 

provide not only education or career guidance in advance of the beginning of the 

job-hunting season, but also job placement service during the job-hunting sufficiently. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究を企画していた 2006 年の段階では、
大卒者の就職状況が大きく改善しつつあっ
た一方で、依然として 2割近くの学生は、進
路が決まらないまま無業者（就職も進学もせ
ず進路未定のまま卒業する人）として大学を
卒業している状況にあった（図１参照）。就
職先を見つけることができない理由には、
(A)新規大卒労働市場における労働需要が低
く求人が少ないために職が見つけられない、
(B)能力等の点でミスマッチを起こしている、
(C)職業指導や斡旋が不十分であるなど進路
決定のための制度的な支援が不足している
ためスムーズに大学から職業へ移行できな
い、という 3 点を少なくとも想定することが
できるだろう。大卒無業者は、バブル崩壊以
降の就職状況の悪化とともに増加を遂げた
が、近年になって就職状況が改善したという
ことは、すなわち、(A)労働需要不足の要因
が相対的に弱まっていることを意味する。そ
の一方で、近年無業者になっている学生には、
(B)ミスマッチまたは(C)進路決定のための
制度的な支援の不足の要因がより強く働い
ているのではないかと考えられる。 
 以上のような観点から、本研究では、就職
状況の改善が進む中でもなお職業への移行
がスムーズにできずに無業者となってしま
う学生の発生メカニズムを、就職活動の開始
から卒業までの追跡的な調査方法を用い、社
会学的な視点から詳細に解明することを目
的とすることにした。 
 

図 1 大学卒業者の就職率と無業者率の推移 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

就職率 無業者率
 

出典：文部科学省『学校基本調査』 

 
 先行研究について検討すると、これまで、
若年就業問題については、教育社会学や労働
経済学などの分野において数多くの研究が
蓄積されてきた。多くの研究は、フリーター

やニートなど社会的に注目を浴びている現
象を対象とし、その実態と発生メカニズムに
ついて明らかにしてきた（旧日本労働研究機
構ならびに労働政策研究・研修機構の一連の
研究など）。しかしながら、新規大卒者に限
定して行われた研究は、大久保（2002）や居
神ほかによる『大卒フリーター問題を考え
る』（2005）などにとどまり、あまり蓄積が
なされていない。さらに、大学における教育
や進路指導の問題とリンクさせてこの問題
を実証的に研究したものとなると、先行研究
がほとんど存在しない状況である。また、欧
米における若年失業の研究は相当の蓄積が
あるが、非高等教育進学者についての議論が
なされることが多いのが特徴である。 
 本研究を企画するのに先立って、2003 年か
ら、中堅から下位ランクの大学に焦点を絞っ
て、無業発生のメカニズムを明らかにする共
同研究に従事してきた。その研究の過程で、
学生の就職活動プロセスは従来よりも多様
化し、複雑化していて、就職活動から降りる
＝結果として無業者になりやすい学生が発
生するタイミングにはさまざまなパターン
があることが判明した。ただ、その研究にお
いて分析に使ったデータは、卒業間近の一時
点で行った質問紙調査によっていたため、１
年半以上にわたる長い就職活動のすべてに
ついて聞くことは不可能であった。そのため、
本研究では、就職活動初期の早い時点から何
回かに分けて追跡的に調査を実施すること
で、より詳細に学生の意識や行動を把握した
いと考えるに至った。また、就職活動に対す
る意識などは、活動結果に左右される面が大
きいので、結果が出ない段階でどのように考
えていたかを把握することができるという
点でも、これまでの一時点の調査による分析
からは格段に発展した分析が本研究では可
能になるものと考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、前述のように、就職状況
の改善が進む中でもなお職業への移行がス
ムーズにできずに無業者となってしまう学
生の発生メカニズムを、就職活動の開始から
卒業までの追跡的な調査方法を用い、社会学
的な視点から詳細に解明することにある。 
 加えて、本研究を通じて以下のような政策
的・実践的インプリケーションを得ることも
目的とした。 
 第一に、現在の無業者がミスマッチの要因、



なかでも能力や技能水準に関するミスマッ
チによって発生しているならば、それはまさ
に大学教育の問い直しにつながる問題とな
る。仮に大学教育における専門分野と違う分
野へ進みたいと考えていてミスマッチをお
こしているならば、それは大学教育が専門分
野への動機付けに失敗していることを意味
する。また仮に、大学教育における専門分野
と同じ道に進みたいと考えているのにミス
マッチをおこしているならば、大学での教育
が社会における当該分野とレリバントでな
いことを意味する。いずれにせよ、無業者を
出し続けることは、大学教育の内容について
疑問を抱かれかねない重要な問題である。無
業者の発生に大学教育がどのように関係し
ているのか、そのメカニズムはきちんと明ら
かにしておかなければならない。 
 第二に、無業者の輩出が、進路決定のため
の制度的な支援の不足の要因によって発生
しているとするならば、これは大学の進路指
導のあり方を問い直すものになる。大学生に
対する就職指導は、高校における進路指導と
は異なり、基本的には学生側の申し出に基づ
いて行われるものである。おそらくは、自ら
申し出ないが為に大学の就職指導に乗れず
無業になってしまう学生が一定数存在する
ことだろう。従来までの大学であれば、学生
は大人であり就職指導を受けないのは自己
責任だと片づけられただろうが、多様化の進
んだ現在の大学では、そうした学生にも大学
側が積極的に働きかけなければならなくな
っているのかもしれない。無業者となる学生
のなかで大学の就職指導を利用しようとし
ない学生は、なぜそのような行動をとるのか
を明らかにしておくことは、重要な意味を持
つだろう。 
 第三に、この問題が大学の社会に対するア
カウンタビリティに関係する問題だという
ことである。大学に対しては、機関や機関に
属する研究者等に対する様々な財政支援、あ
るいは大学に通う個人に対する奨学金など、
様々な面で社会的に資源が投入されている。
にもかかわらず、大学が無業者を輩出してい
るとなると、投入された資源に見合った成果
を出していないことなりかねない。対応策を
考えるためには、その前提として詳細な実証
分析を行い、発生メカニズムを明らかにして
おくことが必要である。 
 以上のように、大卒の無業者を社会学的な
視点から分析を行うことによって、大学教育
や大学問題について重要な知見を得ること
が期待できる。また、就職指導をめぐる実務
的な面に対してのインプリケーション、さら
には大学教育に関する政策面に対してのイ
ンプリケーションも得られると考えた。 
 
 

３．研究の方法 
 本研究では以下の 3 つの調査を実施し、デ
ータを収集した。 
 第一に、就職活動を進めている学生に対す
るアンケート調査である。2009 年 3 月卒業生
を対象に、3 時点にわたってインターネット
を利用して調査を行った。3 時点とは、1回
目が就職活動開始時期にあたる 3年生の 12
〜1月ころ、2回目がセミナー等の選考が始
まり早いところでは内定が出ることもある 3
年生の 2〜3 月ころ、3回目が就職活動終了期
にあたる 4年生の 12～1月ころである。 
 第二に、上記のアンケート調査の回答者で
ある学生を対象に行うインタビュー調査で
ある。アンケート結果の理解をより深めるた
めに、紙幅等の都合でアンケートでは尋ねる
ことができなかった点について、直接インタ
ビューを行って聞き取りをした。 
 第三に、就職指導担当教職員等への聞き取
り調査である。調査対象となる大学からの進
路状況について情報提供を受けるとともに、
アンケートおよびインタビューの対象とな
る 2009 年 3 月卒業生に対してどのような就
職指導を行うのかについて聞き取りを行っ
た。 
 また、データについては、研究代表者が所
属している東京大学社会科学研究所が実施
しているパネル調査のデータを比較のため
に利用した。この調査は大規模無作為抽出に
よる代表性のあるデータで、本研究の分析を
補完しうるものである。 
 
４．研究成果 
 本研究の主な成果として、以下の２点を指
摘しておきたい。 
 第一に、就職活動開始時点での学生の意識
と進路選択の結果との関係である。調査では、
内定獲得に重要であると一般によく言われ
る様々な能力・スキル・性格特性のうち、「コ
ミュニケーション能力」「基礎学力（国語や
数学などの知識）」「協調性」「個性」の４つ
について、「あなたには～に自信はあります
か」という形式で尋ねた。回答は、「ある、
ややある、あまりない、ない」の４点尺度で
ある。３回全ての調査で同じ質問をしている
が、ここでは就職活動前の自信の様子と、最
終的な進路決定との関係をグラフにまとめ
てみた（図２）。図が示す割合は、自信が「あ
る」「ややある」と答えた学生の割合である。 
 図から明らかなように、進路未決定の学生
と進路が決定した学生との間には、就職活動
が始まる前の時点ですでに自信のありよう
に差が生じている。もちろん、それぞれの能
力を客観的に測定したわけではないので、こ
うした自信がどれだけ実際に身に付いてい
る能力に裏打ちされたものであるかは知り
ようもないが、ある程度連関しているとすれ



ば、就職活動開始前の大学教育を充実させ学
生の能力を高めることが無業者の減少に有
効な対策となりうることを示していると言
って良いだろう。 
 

図２ 就職活動前の意識と進路との関係 
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 第二に、就職活動前の意識が直ちに進路決
定・未決定につながるのではなく、おそらく
就職活動量を媒介して影響を受けていると
推測される点である。進路未決定者は就職活
動量が圧倒的に少ない。図は省略するが、た
とえば「説明会・セミナーに参加」した企業
数の平均を見てみると、進路決定者が 19 社
ほどであるのに対し、進路未決定者は４社ち
ょっとにすぎない。 
 大卒無業者問題に取り組む際の政策的・実
践的インプリケーションとしては、近年取り
組みが盛んに行われている（就職活動前まで
の）キャリア教育のようなものが重要である
ことは確かであるかもしれないが、同時に、
就職活動中にも活動を促すような働きかけ
を学生に対して行うことも重要ではないか
と考えられる。学生自身の自信のなさと少な
い就職活動量という関係を断ち切るような
働きかけができれば、学生たちを進路決定へ
と導くことができるかもしれない。 
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